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5年間の追究による健診データと死亡との関係

白崎昭一郎

　老健法による健診が実施されてから，すでに10年余の歳月が流れた。市町村において蓄積されたデータは

膨大なものになっているが，これについて分析を進めた研究はあまり多くはない。そこでわれわれは，1986

年から88年の間に少なくとも1回健康診査を受けた福井市の住民33,868人（実人員21,422人）のその後の経

過を5年間追跡して，いろいろ興味ある知見を得た。その主なものは次のごとくである。

　1)　健診受診者の5年間の標準死亡比（SMR）はほぼ40であり，健診を受けたものは，同年齢の一般市

民に比して著しく死亡者が少ない。

　2)　健診項目のうち，死亡と関係するものは，男性では肥満度，最大血圧，最小血圧，尿糖，尿蛋白，尿

潜血，GOT，コレステロールであり，女性では肥満度，最大血圧，最小血圧，尿糖，尿蛋白，GOT，GPT，

コレステロールであった。

　3)　このうち肥満度については，男女ともその低い方，すなわち痩せた群に死亡率が高かったが，特に男

性に著明であった。女性では肥満群でもやや死亡率が高く，中間群が最も死亡率が低かった。すなわち痩せ

は生命に対し有利とはいえない。

　4)　最大血圧に関してはがいして値の大きいほど死亡率が高く，140，180の前後に統計学的に有意の境界

を認め，ことに180前後に循環器疾患による死亡との関連を認めた。最小血圧については，男性では100前後

に循環器疾患との関連を認め，女性では90前後に死亡率との間に有意の境界を認めた。

　5)　尿糖については男女とも，陽性と強陽性の間に死亡率の有意の差を認め，尿蛋白については男女と

も，陽性と陰性の間に有意の差があった。尿潜血においては，男性では陽性と陰性の間に有意の差を認める

が，女性ではまったく有意の差が認められなかった。

　6)　GOTについては，女では40未満と40以上の間に死亡率の有意の差を認め，男性では悪性腫瘍死亡群

で79以下と80以上の間に有意の差を認めた。GPTでは，女性で39以下と40以上の間に有意の差を認めたの

みであった。

　7)　コレステロールについては男女ともに，その低い方に死亡率が高かった。男性では高コレステロール

の生命に対する悪影響は認められず，女性では高コレステロールのものの死亡率も若干高かった。男女と

も，低コレステロールは生命に対し有利とはいえない。

　8)　以上を総合して，従来ややもすれば肥満者や高コレステロールのものに偏りがちであった指導方針に

若干の反省が促せられることになるであろう。また健診の有効性も一層強調されなければならない。

Key words :老健法健診，SMR，肥満度，血圧，コレステロール


























	43_04_0286.pdf
	page1




